資料2.　委託仕様書例
	水管橋等点検業務仕様書
（一般事項）
（１）受託者は、点検の対象となる水管橋について事前に竣工図面等で構造を確認し、水管橋ごとの点検内容や点検方針を業務計画書として取りまとめ、監督職員の確認を得た上で点検作業に着手する。
（２）受託者は、事前に図面等で作業箇所の周辺状況を把握し、作業に必要な図面を携帯する。
（３）点検作業に当たっては、作業環境の安全確保並びに安全装備を実施し、水道施設に対し損傷を与えないよう十分留意する。
（４）受託者は作業に当たり、河川区域や公園等における土地を一時的に使用する場合は、監督職員と協議するとともに、当該管理者の指示に従う。
（５）作業に当たり、河川及び河川構造物、道路構造物及びその他の工作物を汚損しないよう注意し、汚損させた場合は、作業終了後、洗浄・清掃する。
（６）点検作業に当たり、河川区域や公園等における土地を一時的に使用する場合は、監督職員と協議するとともに、当該管理者の指示に従う。
（７）作業終了後は、速やかに仕様機器、仮設物等を撤去し、作業場所の清掃を実施する。
（８）受託者は、点検作業中異常を発見し、それが水道施設及び交通、付近住民に危害を及ぼす可能性があるなど、緊急な対応が必要と考えられる場合は、直ちに監督職員に連絡し、その指示を受ける。
（９）受託者が、監督職員の指示に反して作業を続行しようとした場合、及び監督職員が事故防止上危険と判断した場合は、作業の一時中止を命ずることがある。
（業務内容）
（１）業務計画書
受託者は、事前に次の事項を記載した業務計画書を提出する。
①点検対象水管橋の状況整理（形式、管種、口径、建設年度、空気弁・伸縮可とう管等の付属設備の状況、下部工構造、支持金物等の状況等）
②現場組織（職務分担、緊急連絡体制等）
③水管橋点検作業業務計画（点検対象設備に対する点検項目、方法及び方針等）
④安全計画（保安対策、道路交通の処理方法等）
（２）使用機材
受託者は、使用する機材を常に点検し、十分な整備をしておく。
（３）業務時間
受託者は業務の実施に当たり、関係機関等から作業期間や時間帯について条件が付された場合には、当該許可条件を厳守する。
（４）水管橋等点検
目視及び触手により、表１の点検を行う。
表１　水管橋等点検の点検項目
分　類
部材等
点検項目
上部工
主構部
管体、トラス弦材、横構、アーチ材、吊材、橋門構等
漏水の有無
外面塗装の状況（剥離、発錆）
変形の有無及び腐食
上部工
付属設備
空気弁、伸縮管
漏水の有無
外面塗装の状況（剥離、発錆）
変形の有無及び腐食
空気弁断熱材の損傷
伸縮管の変位状況
リングサポート、サドルサポート、添架支持金物、落橋防止構造、歩廊、進入防止柵等
外面塗装の状況（剥離、発錆）
変形の有無及び腐食
支承
支承機能の確認（スライド状況）
変形の有無及び腐食
アンカーボルトの変形及び腐食
調整モルタルの状況（割れ、隙間）
沓座面のコンクリートの状況
下部工
橋台
コンクリートのひび割れ、鉄筋の露出
沈下の有無
橋脚・防衝杭
コンクリートのひび割れ、鉄筋の露出
傾きの有無
外面塗装の状況（剥離、発錆）
管理用地
管路用地
フェンス、無断使用、不法投棄等
（５）水管橋等点検業務における留意点
①管体については、管継手部や伸縮可とう管部分、また、空気弁部分等からの漏水の有無を確認するとともに、塗装の剥離状況や腐食状況等を確認する。特に、海水の飛散など塩害の影響を受ける水管橋については注意する。
②添架形式の水管橋は、所領の振動影響を受けていることから、支持金具の状態も可能な限り点検する。
③独立水管橋においては、橋台、橋脚の傾きや不同沈下、ひび割れや鉄筋腐食、塗装の剥離、その他異常等の有無について確認する。
④橋台部等に、管路用地を有する水管橋の点検においては、管路用地フェンスや防護棚等の状況、また、不法投棄やその他異常の有無について確認する。
（成果品）
（１）受託者は、点検結果について報告書を作成し、提出する。
（２）提出する成果は次のとおりとする。
1 業務報告書（状況報告・作業日報含む）
2 点検状況写真
3 その他監督職員の指示するもの
（３）成果品は電子媒体で提出すること。



参考：「水道施設維持管理等業務委託積算要領案−管路等維持管理業務編」（日本水道協会）
